
１．概要

バージョンアップシステムは、各クライアントに最新の実行ファイルやテンプレートファイル等を配布するもので、以下の機能があります。

２．システム構成

本システムは以下の構成で実行します。サーバプログラムは必ずしも、生産管理サーバである必要はありません。

※MDEに変換するため、ACCESSで

作成しています。
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プログラム実行 クライアント側では、実行ファイルやACCESSファイルがあれば、メニューに表示し、起動することが出来ます。

配布ファイルＤＢ保存 配布するファイルを圧縮（LZH）し、ＤＢへ（PostgreSQL）保存します。

機能 内　　容#

ＭＤＥ変換 ACCESSファイルを配布する場合は、ＭＤＥ（編集不可）に変換して配布します。

クライアント情報 Windowsのバージョンやﾒﾓﾘ情報、コンピュータの説明、IP-ADRESS、OSインストール日時等を収集します。
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サーバプログラム
（ACCESS 2010）

クライアントプログラム
（vb.net 2010）

配布ファイル ＤＢ（PostgreSQL）

圧縮 伸張

実行
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３．機能

３－１　機能一覧

３－２　配布ファイルＤＢ保存

サーバ側で配布するファイルはＤＢに保存します。保存時は LZH にて圧縮して保存します。

クライアント側でバージョンアップする時は、 LZHで伸張してローカルフォルダに保存します。

3 クライアント情報 Windowsのバージョンやﾒﾓﾘ情報、コンピュータの説明、IP-ADRESS、OSインストール日時等を収集します。

4 プログラム実行 クライアント側では、実行ファイルやACCESSファイルがあれば、メニューに表示し、起動することが出来ます。

1 配布ファイルＤＢ保存 配布するファイルを圧縮（LZH）し、ＤＢへ（PostgreSQL）保存します。

2 ＭＤＥ変換 ACCESSファイルを配布する場合は、ＭＤＥ（編集不可）に変換して配布します。

# 機能 内　　容

サーバプログラム
（ACCESS 2010）

クライアントプログラム
（vb.net 2010）

配布ファイル ＤＢ（PostgreSQL）

圧縮 伸張

実行
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３－３　ＭＤＥ変換

ACCESSファイルを配布する場合は、サーバ側で MDEに変換して配布します。

また、MDEのプロパティに以下を設定し、セキュリティを強化します。

３－４　クライアント情報

クライアント起動時に以下の情報を収集し、ＤＢに保存します。

３－５　プログラム実行

クライアント側で配布されファイルの中で、実行ファイル（下記の拡張子）とACCESSファイルに関してはメニューに表示し、ユーザが実行できます。

MDB ACCESS MDB

MDE ACCESS MDE

拡張子 内容

EXE 実行ファイル

日付情報 インストール日時、起動日時

IP-ADDRESS クライアントに設定されているIP-ADDRESS

メモリ情報 物理メモリ、空きメモリ、仮想メモリ

ＯＳのバージョン ＯＳの種類、バージョン、ビルドNo

ワークグループ名 クライアントに設定されているワークグループ名

情報 内容

コンピュータの説明 クライアントに設定されているコンピュータの説明

組み込みメニューを非使用にします

実行時エラーが発生した後、VisualBasicコードを非表示にします

特殊キー シーケンスを無効にします

内容

Shiftキーを無効にします

データベースウィンドウを非表示にします

組み込みツールバーを非表示にします

FALSEAllowSpecialKeys

FALSE

FALSE

AllowFullMenus

AllowBreakIntoCode

FALSE

FALSE

StartupShowDBWindow

AllowBuiltinToolbars

設定値

FALSEAllowBypassKey

プロパティ
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４．プログラム構成

４－１　サーバプログラム

サーバプログラムは、MDEに変換するため ACCESS 2010 で作成しています。また、LZH圧縮を行うため、UNLHA32.DLLを使用します。

４－２　クライアントプログラム

ディスクトップの生産管理起動メニューをクリックすると、バージョンアッププログラムが起動します。

バージョンアッププログラムがバージョンアップされたファイルをバージョンアップし、メニュープログラムを起動します。

メニュープログラムの「バージョンアップ」ボタンで、バージョンアップしますが、メニュープログラム自体がバージョンアップされた時、

自分自身を終了し、バージョンアッププログラムを起動し、メニュープログラムをバージョンアップします。

尚、バージョンアッププログラムはインストール処理で配布し、バージョンアップは行いません。

更新

実行

サーバプログラム
（ACCESS 2010）

配布ファイル ＤＢ（PostgreSQL）

圧縮

バージョンアッププログラム
（vb.net 2010）

メニュープログラム
（vb.net 2010）

ＤＢ（PostgreSQL）

配布ファイル
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５．フォルダー構成

サーバ側とクライアント側のフォルダー構成は、システム情報で指定します。

サブフォルダー以下は、同じ構成となります。

●サーバ

※システム情報 ※ファイル情報 ※ファイル情報

●クライアント

※システム情報 ※ファイル情報 ※ファイル情報

フォルダー ｻﾌﾞﾌｫﾙﾀﾞｰ ファイル

C:\SEISAN BIN sysMenu.exe

フォルダー ｻﾌﾞﾌｫﾙﾀﾞｰ ファイル

C:\SEISAN-SV BIN sysMenu.exe

ＤＢ（PostgreSQL）

C:SEISAN C:SEISAN-
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